






















の案内で、研究会に参加した中国、韓国及び日本の研究員とともに、富士山を見学に行った。バスの窓から富士山の姿が見え とたん、研究員たちは揃って歓呼した。富士山を見たことがない私にとって 常に文学作品 中にあった富士山は、突然、雪蓮花のように目の前に浮かび上がったのだ。今 もそのイメージは忘れられない。六月は富士山の山開きの前なので、富士山に登ることはできず 山麓で富士山を仰ぎ見るだけであっ が、将来いつか山頂まで登るという思いを心に秘め、富士山についての研究を決意し 。
二〇一六年から二〇一九年にかけて、私は日本語教科書から見る富士山のイメージや富士山
の信仰、更には江戸時代 富士山漢詩など、三点 論文を中国の学術誌 発表した。それ 加えて、二〇一九年一一月二四日 日本近代文学会、昭和文学会及び日本社会文学会合同国際研究集会で、私は富士山の漢詩 中国唐代の﹁詩聖﹂と称される詩人杜甫の名作﹁望岳﹂と う五言詩について、発表した。もともと二〇一九年一二月に、富士山に関しての数年の研究成果を集めた﹃富士山漢詩研究﹄という単著を黄 書社より刊行する予定であったが、日 に着任した後、図書館の富士山資料を調査し り、図書館の富士山古写真展示 学 りし 結果新しい資料を見つけたため、原稿 再度修正し 出版を二〇二〇年春に延ばすこと なった。
富士山と漢詩の繋がりは長い歴史がある。日本人は飛鳥時代、奈良時代の頃より、漢詩を作















霊山としての富士山は人間のように思考できるのではないか、と私はしばしば思う。それについて、富士山自身は一言も言わない。詩人たちは富士山の代わりに、さまざまな感想を表し、それらは本当に興味をそそる。一方、富士山は詩人の作品をどう思うのだろうか、古今の詩人と同じ感想を持つのであろうか、それは永遠の謎のように、私 心の中 時々響いている。その響きとともに についての研究をはじめとし、日本文学の研究を続けたいと考えている。
数年間断続的に富士山にまつわる論文やレポート 書いているが、時々、様々な事情で、研






る。このような多くの研究成果を前にすると、私は良い研究を出来るかどうか不安に思い緊張してしまう。加えて、富士山に関する古典資料は変体仮名で書かれており、読みづらい。例えば奈良絵巻﹃富士人穴草子﹄などは今の私にはなかなか読み取ることができない。とはいえ、諦めるという気持ちは全くない。私のカウンターパートである荒木浩先生のご厚意により、大学院生の石原知明さんと虞雪健さんから、変体仮名の古典籍の解読について、いろいろと教えてもらっている。富士山に関する論文や資料を調べるだけで なく、江戸時代の文学を研究するのに必要なくず 字や江戸仮名 ついて学ぶことで、富士山漢詩 研究を進めることができるのだ。富士山の研究は想像より難しい。
私は、外国人研究員の一人として、一歩一歩、富士山登山のように、富士山漢詩研究の本を




料になると信じている。江戸時代の百物語を研究しても 近世文学 範囲に留まらず、現代日常生活との繋がりを重視し つ、継続的に研究をしていきたい。
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